
R3年度

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 担当課

5.00 企画課

4.83 

4.88 0.00 0.00 0.00 0.00 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 担当課

2.00 商工観光課

1.00 企画課

4.57 

3.82 0.00 0.00 0.00 0.00 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 担当課

【数値目標】　（１）出生数（累計）　５年間（R3～R7）で１，６７１人 2.00 健康推進課

4.73 

4.04 0.00 0.00 0.00 0.00 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 担当課

【数値目標】　（１）町民の定住意向　８３．８％（R1）→９１．０％以上（R7） 4.00 企画課

4.62 

4.47 0.00 0.00 0.00 0.00 

4.30 0.00 0.00 0.00 0.00 4.30

評価区分

  Ａ　順調に進んでいる　　　（4.80～5.00）
　Ｂ　概ね順調に進んでいる　（4.50～4.79）
　Ｃ　やや遅れている　　　　（4.00～4.49）
　Ｄ　遅れている　    　　　（3.50～3.99）
　Ｅ　大きく遅れている　　　（0～3.49）

音更町第６期総合計画重点施策・第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略：施策推進管理評価調書【総括表】

地域経済を活性化させ、雇用の場をつくる　【地域経済の拡充】

【数値目標】　（１）平均所得　２，９６７千円（R1）→３，０００千円（R7）

ＫＰＩ（定量）・事務事業評価（定性） の加重平均

数値目標とＫＰＩ等（定量・定性）の加重平均

移住・定住を促進し、音更への新しいひとの流れをつくる　【定住・交流・関係人口の拡大】

【数値目標】　（１）観光入込客数　１，４１９，４００人（R1）→１，４６１，０００人（R7）

【数値目標】　（２）社会増（転入超過）の人数（累計）　５年間（R3～R7）で１７３人

ＫＰＩ（定量）・事務事業評価（定性） の加重平均

数値目標とＫＰＩ等（定量・定性）の加重平均

結婚・出産・子育ての希望をかなえるまちをつくる　【結婚・子育て支援の充実】

ＫＰＩ（定量）・事務事業評価（定性） の加重平均

数値目標とＫＰＩ等（定量・定性）の加重平均

ひとが集う、安全・安心で快適に住み続けられるまちをつくる　【まちの魅力化】

ＫＰＩ（定量）・事務事業評価（定性） の加重平均

数値目標とＫＰＩ等（定量・定性）の加重平均

全施策の推進状況の総合評価
（基本目標１～４における数値目標とＫＰＩ等（定量・定性） の加重平均）の平均
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R3年度

推進状況

　各基本目標に掲げる施策のＫＰＩ等（定量・定性）の評価は概ね順調に進
んでいる評価となったが、新型コロナウイルス感染症の影響のほか、出生
数の低迷や社会減の進行により、基本目標2及び基本目標3における数
値目標の令和3年度実績が、達成率評価基準値を大きく下回ったことか
ら、全施策の推進状況の総合評価はⅭ評価（やや遅れている）となった。

評価結果

【基本目標１】
〇　防風林の伐採が進んできていることから、新たな防風林の整備の
推進について引き続き取り組む必要がある。
〇　肥料や飼料の高騰に係る農業者や酪農家への支援を引き続き
行っていく必要がある。
〇　コロナ禍や物価の高騰、円安の影響などにより、農業所得の確保
が大変厳しい状況にあるため、農業所得がいかに上げるかという観点
も検証に取り入れるべきではないか。

【基本目標２】
〇　道の駅おとふけに観光で訪れる人の動線として、十勝川温泉に向
かうメロディーライン上の郷土資料室を活用し、音更や十勝川温泉の
歴史などを学んでから十勝川温泉に行くような流れがつくれないか、
検討していただきたい。
〇　道の駅おとふけは、来町者に音更町のことを知ってもらえる仕掛
けづくりにこだわっているが、音更町の歴史に関するコーナーの一角
に、郷土資料室を紹介するパネルやリーフレットなどを配置することが
可能か、生涯学習課とも協議をしながら検討する必要がある。
〇　ふるさと応援寄附金及び寄附件数の増加に向け、ポータルサイト
の効果的な活用やオンライン上で税の控除証明を受取るなどの電子
化について検討していただきたい。

【基本目標３】
〇　公営住宅の入居者資格として、民間賃貸住宅家賃補助事業と同
様に、町内会に加入することを要件として設定することはできないか検
討してほしい。
〇　結婚新生活支援事業に関して、同性の婚姻とはならないにしろ共
同生活をされる方が多くなってきており、同性カップルが本町で共同生
活をしたいと希望されるのであれば、支援をしていくような方向で検討
していただきたい。
○　結婚新生活支援補助対象者の項目に、暴力団員又はこれらの者
と密接に関与するものでないことと記載があるが、最近では反社会的
勢力などの表現が多いため、表記の変更について検討する必要があ
る。

【基本目標４】
○　無電柱化が進み、町並みがきれいになっていく一方、華美な看板
が目立つようにも感じられる。まちのにぎわいや活気につながってい
るという見方もあり、無電柱化の全区間が完了した際に、どういう意見
が大勢を占めているかなどを見極めながら景観に関して検討する必
要がある。


